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意
見
書(
委
員
会
提
出・
議
員
提
出)

を

国・
政
府
に
提
出

◇
荒
川
第
二・
三
調
節
池
の
早

期
完
成
を
求
め
る
意
見
書       

台
風
第
19
号
に
よ
り
、
県
内
各
地
で
、

河
川
氾
濫
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生

し
た
。
国
は
、
荒
川
の
治
水
に
係
る
安

全
向
上
の
た
め
、
平
成
30
年
度
か
ら
荒

川
第
二
・三
調
節
池
事
業
に
着
手
し
て

い
る
。
荒
川
流
域
内
に
は
日
本
の
人
口

の
約
８
％
が
集
中
し
て
お
り
、
荒
川
第

二
・三
調
節
池
の
整
備
は
、
下
流
へ
の

流
量
を
低
減
し
、
堤
防
決
壊
等
の
リ
ス

ク
低
減
に
寄
与
す
る
。

よ
っ
て
水
害
か
ら
国
民
を
守
る
た
め
、

令
和
12
年
度
完
成
予
定
の
荒
川
第
二
・

三
調
節
池
を
早
急
に
整
備
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
る
。

◇
令
和
元
年
台
風
第
19
号
等
か

ら
の
復
旧
・
復
興
に
向
け
た
対 

策
を
求
め
る
意
見
書
　
　
　
　 

被
災
者
の
一
日
も
早
い
生
活
再
建

の
た
め
、
既
存
制
度
の
対
象
拡
大
や
要

件
緩
和
な
ど
弾
力
的
な
運
用
を
行
う
こ

と
や
、
医
療
施
設
、
社
会
福
祉
施
設
等

の
復
旧
、
再
開
に
向
け
て
、
必
要
な
支

援
を
行
う
こ
と
な
ど
、
６
点
を
求
め
る
。

◇
「
あ
お
り
運
転
」
に
対
す
る

厳
罰
化
と
さ
ら
な
る
対
策
の
強

化
を
求
め
る
意
見
書
　
　
　
　 

あ
お
り
運
転
の
厳
罰
化
に
つ
い
て
、

海
外
の
事
例
も
参
考
に
、
実
効
性
の
あ

る
法
改
正
と
な
る
よ
う
、
早
急
に
検
討

を
進
め
る
こ
と
や
、
あ
お
り
運
転
等
の

行
為
が
取
り
締
ま
り
の
対
象
で
あ
る
こ

と
、
あ
お
り
運
転
を
受
け
た
場
合
の
対

処
方
法
等
を
周
知
す
る
こ
と
な
ど
、
３

点
を
求
め
る
。

◇
豚
コ
レ
ラ
対
策
の
強
化
を
求

め
る
意
見
書
　
　
　
　
　
　
　 

ワ
ク
チ
ン
接
種
済
み
の
養
豚
場
で

の
新
た
な
豚
コ
レ
ラ
発
生
へ
の
警
戒
を

怠
ら
ず
、
接
種
後
も
飼
養
衛
生
管
理

を
強
化・
徹
底
す
る
こ
と
や
、
患
畜
農

家
が
確
実
に
営
農
を
再
開
で
き
る
よ
う
、

経
営
支
援
を
抜
本
的
に
拡
充
す
る
こ
と

な
ど
、
５
点
を
求
め
る
。

意
見
書

台風第１９号の接近に伴い、戸田市議会では、「戸田市議会災害対策支援本部」を設置し、
災害対応に当たりました。これは、平成２６年制定の「戸田市議会における災害発生時の対応
要領」に基づくものであり、今回が初めての設置となります。１１月１１日には、全員協議会を
開催し、執行部より、被害状況の報告を受けるとともに、今回の災害対応について、検証を行
いました。概要は以下のとおりです。

台風第19号
戸田市議会災害対策支援本部を設置

議員互助会では、11月１日、姉妹都市提
携をして、今年で28年目を迎える美里町と
の議員交流会を、戸田市で開催しました。

交流会当日は、晴れ空のもと、パークゴ
ルフ場（荒川水循環センター上部公園）や
モーヴィ戸田（ボートレース戸田）等の視察
を行いました。

また、併せて行った両市町の現状や課題
についての意見交換会などを通して、より
一層、親交を深めることができました。

第81回全国都市問題会議が、11月７日、
８日の２日間にわたり鹿児島県霧島市で開
催され、戸田市議会からは７人の議員が参
加しました。

「防災とコミュニティ」をテーマに、霧島
市における事例報告をはじめ、霧島市長や
学識経験者の講演と報告、パネルディスカ
ッションなどを通して、地域コミュニティに
よる防災の取り組みや課題について見識を
深めることができました。

--全全
※

国都市問題会議に参加国都市問題会議に参加

▲会場の国分体育館にて ▲パークゴルフで親交を深めました

美里町議会との交流会を実施美里町議会との交流会を実施

〉〉〉〉〉 戸田市議会災害対策支援本部

〉〉〉〉〉 全員協議会
▲市役所６階に設置された支援本部

▲議員が撮影した彩湖・道満グリーン
パークの様子

▲全員協議会での検証の様子

本部参集者 議長、副議長、議会事務局職員
設置期間 １０月１２日 午後６時３０分 ～ １３日 午前１０時３０分

本部の主な活動

・議員の安否確認
・議員からの問い合わせ ( 市内の被害状況等 ) への対応
・議員からの情報（各地域の被害状況等）を、市の災害

対策本部に提供

各議員の
主な活動

・「戸田市議会における風水害発生時議員行動マニュア
ル」に基づき、個々の状況に応じて、各地域で情報収
集や避難所の支援等を実施。

⑴執行部からの主な報告内容　※数値は報告日時点の速報値
人的被害 軽症者２人
住家被害 床上浸水１１９件、床下浸水４８件
避難所 ２８カ所を開設、総避難者数３，８４９人
降雨量 総雨量２３７ミリ、時間最大雨量４０．５ミリ

河川等の状況 菖蒲川、上戸田川、さくら川、ボートコースにおいて、越
水・溢水が計８カ所で発生

１０月１２日の
市の体制

午前６時　危機管理対策室を設置
正　　午　災害警戒本部を設置（職員１１２人体制）
午後４時15分　災害対策本部を設置（職員４０１人体制）

※執行部からの報告後、質疑応答を行い、台風の際に各議員が気付いた
ことや地域住民から寄せられた要望等を伝えました。

⑵検証結果 ( 主な課題 )

・支援本部と市の災害対策本部との連携強化
・支援本部と各議員の連絡体制の強化
・支援本部から各議員への情報提供の在り方の見直し
・支援本部内の役割分担の見直し

※その他にも、さまざまな課題が挙がったことから、改善に向け、議会改革
特別委員会において検討していくことになりました。

※全国都市問題会議…市長や議員などの自治体関係者と学者、研究者が一堂に会し、都市問題や地方自治に
関する特定のテーマについて報告・討議する場として、毎年開催されている。


